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T玉野哲三 (大阪市大 ･理 ･生物)
目 的
ニホンザルの社会梢出は個体の空間分布からメス,チ
供およびl)-ダー.サブ･T)-ダーなどの個体のいる中
心部とワカオスのいる周辺部の二重構造をしているとい
われている｡そこで野生ニホンザル群 (嵐山A･B群)
において,主にエサ場を中心に実際の地図上に記録され
た個体の空間的位置から群れの空間榊出を求めた｡また
嵐山群は1966年に分裂して2才料こなり.それぞれの群れ
は近接した二つのエサ切を巾心に生活している｡そこで
エサ跡 こみられた偶休の空r.口分布の田からの群問関係を
求めた｡
方 法
エサ切を中心にして.個休の突際の空間分布をはば一
定時間 (約1時間)内にきめられたコースを通りながら
地図上に記録する｡地図はA群 ･B群のそれぞれのエサ
切の地形を袈わした1/250の地図,両方のエサ場を同時
にカバーできる1/1,000,および広栢田用の1/2,500の3
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